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1 は じ め に

小豆は,登熟特性や茎葉枯凋が大豆に比べて不斉一であ

り,汎用コンパインを含むこれまでのコンバインでの収穫

事例が少なく,小豆の作業体系の中では,収穫・乾燥調製

に多く時間を要している。

そこで,最近開発された豆・ ソバ用コンバインについて,

小豆に対する適応性と収穫後の乾燥法について検討したの

で報告する。

2試 験 方 法

0)試験場所 岩手農試圃場 (転換畑,厚層腐植質多湿
黒ボク土)

●)供試機械

注 乾燥機は静置型乾燥機を用いた
0)乾燥法の試験区の構成

試験区名 乾 燥 方 法

精度は,穀粒損失が 5～ 12%と やや多く,流量が多くなる

とささり粒が多くなる傾向がみられた。頭部損失が多い原

因は,主茎長が短いと,刈取りはできるものの,プラット

ホームヘの送りこみができず,機外へ出るものが多くみら

れること,タ インで小豆を引き寄せる際に子実が落下する

ことなどによるものであった。

また,倒伏している場合には,向い刈り条件下では,比

較的損失が少ないものの,追い刈り条件下では,タ インで

小豆を引き寄せる際に,薬が裂爽し子実が落下するものや,

薬ごと落下するものがみられ損失が多くなった。倒伏して

いる場合には向い刈りが適すると思われる。

穀粒回の内訳は,傷粒及び皮切れ粒が04～ 08%と 少な

く良好であった。青薬の多くは茎葉と共に機外へ放出され

るが,1990年のように成熟葵割合96%で青葵が少ないと穀

粒口への混入も少ないが,1991年のように成熟奏割合が60

～70%で青薬が多い場合には,青薬や青薬から剥けた未熱

粒が穀粒口に多く混入した。

これらのことから,豆・ ソバ用コンバインによる′lヽ豆の

収穫は,やや損失が多いものの,損傷粒が少なく実用性は

高いものと思われる。

また,青英が多いと穀粒口に青葵や未熟粒の混入が多く

なることから,刈取り適期は成熟薬割合90%以上と思われ

る。

表 4・ 5に子実水分の推移,乾燥前後の品質を示した。

自然乾燥では,天候によって品質が左右されやすく,変色

粒・ しわ粒,腐敗粒等が増加する傾向がみられた。

茎葉付き乾燥では品質の低下が少なく良好であったが ,

茎葉付きなので乾燥機に量が入らない,作業時間がかかる

などの問題があり,実用性は低いものと思われる。通風乾

燥では,1990年のように開始時の子実水分が低い場合には,

乾燥による品質低下はみられなかった。しかし,1991年の

ように,子実水分が高い場合には,しわ粒の増加する傾向

がみられた。

これらのことから,収穫後の乾燥は,自然乾燥では天候

により品質が左右されやすいが,通風乾燥では,子実水分

が高いとややしわ粒が増加する傾向があるものの,自然乾

燥に比較すると品質の低下も少なく実用性は高いものと判

断される。

自然乾燥

茎葉乾燥

通風乾燥

メ取→薇       (ハウス)‐lu

メリ収→嗜」風諸J熟 (塑鮒き)靱

刈取脱穀(コ ンバイン)→通風乾燥(静置式乾燥働

14)供試品種 ベニダイナゴン,岩手大納言 (1991)
(51 試験年次 1990～ 1991

3試 験 結 果

表 1に供試作物条件,表 2に作業能率を示した。豆・ ソ

バ用コンバインCS21による小豆の収穫作業能率は,作業

速度04～05m/sで 10a当 りの作業能率が約35分となり,
従来のビーンハーベスタ体系の約 4分の 1程度となる。ま

た.DC-1に ついても,CS21と ほぼ同じ作業速度である
ことから,作業能率も同じ程度と思われる。

表 3に作業精度を示した。豆・ ソバ用コンバインの作業

KttDC-1

YttCS 2 1

刈幅140cln(2条刈り)
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4 ま と め

(D 小豆の収穫は,市販の豆・ ソバ用コンバインにより
可能で,作業速度は約04m/s,作業能率は10a当 り約35
分で,従来のビーンハーベスタ体系の約 4分の 1と なった。

2)作業精度は,損失 (頭部と未脱穀が大部分)が約10
%と多いが,穀粒回の損傷粒は04～08%と 少なく実用性
が認められた。また,収穫適期は,成熟薬害」合が90%以上
の時期であった。

6)収穫後の乾燥は,自 然乾燥ではその年の天候によっ
て品質が左右されやすいが,通風乾燥では初期の子実水分
が高いとややしわ粒が増加する傾向がみられたが,自然乾

燥に比較して品質の低下が少なく実用性が高かった。

表 1 供試作物条件

表 2 作業能率

試 験 年 次 1991

供 試 機 械

表3 コンパインの作業精度

1"0の頭部損失|が1り残しを含軌
未成熟粒とは青奏がむけた青い粒とした。

表4 小豆水分の推移

注 務詠分は105℃・24hrによる。

表5 乾燥前後の品質

注 1)

2)
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年 次 1990

供試機 械 DC-1

種 ベニダイナゴンベニダイナゴン 器 編
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年 次 1990 1991

品 種
ベニダイ
ナ ゴ ン

ベニダイ
ナ ゴ ン

草   丈(cm)
主 茎 長(cl)
最下着葵高(oo)

成熟奏割合(%)

蔓 化 程 度

倒 伏 程 度

子 実 重(kg/a)
茎 葉 水 分(%)

薬 水 分(%)
子 実 水 分(%)

52 9
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無
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